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特集

■一部変更になることもあります

編集後記
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 模擬患者を取り入れた教育を見直す  
Part2
模擬患者をどのように活かすか

大学において模擬患者をいかに活用するか─ OSCEを中心に　　渡邉由加利，中村惠子
専門学校における模擬患者導入の実際─派遣を受けて　　村田日出子他
専門学校における模擬患者導入の実際─ボランティアを募って　　大東佐枝美

第 2特集　学生論文
【新連載】
EPA看護師候補者との 3年間・1　　奥島美夏

【連載】
ナイチンゲール伝・2　　茨木　保
学生の目　教員のまなざし・8　社会保険横浜看護専門学校
「教え方の本」を読む！・8　　朝倉真弓
やっぱり，私は看護師だった・8　　那須あい
誌上 FD　自己決定できる「女性」を育てる　気づきと目覚めのジェンダー教育・20（最終回）　　沼崎一郎
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・28　　喜吉紘子

●模擬患者を活用した教育に興味をもったのは，ある学会発表
がきっかけでした。「模擬患者を演習に利用した結果，これこ
れこのような成果が上がった」という内容だったのですが，最
後まで聞いてみると，その模擬患者は『同級生』！　いや，それ
はただのロールプレイで模擬患者とちゃうし ! ?　驚く私を尻
目に会場からはそれにツッこむ質問はなく，発表はつつがなく
終わりました。それ以後，『模擬患者を活用した』と題する発表
をいろいろと見た結果，十分な考慮・準備なしに『模擬患者』を
導入しているようなケースが少なくないことに気づいたので
す。●本特集で示されているように，優秀な模擬患者は非常に
多くのものを学び，それを学生にフィードバックしてくれます。
次号では，このような模擬患者を，実際にどのように活用する
かを教員側からご紹介します。お楽しみに。 …大野

●「五月病になってない？ 大丈夫？」と訊かれることが少なく
なったなと思ったら，もう 6月がすぐそこまで来ていました。
Time flies like an arrow. （矢が好きな“時のハエ”の話ではない）
とはよく言ったものです。その一方で，この 7月号が皆様のお
手元に届くのは，書いている今からはまだまだ先のことであり，
「あれ，まだ 5月だったっけ」という感覚もあります。月刊誌ぼ
けというやつでしょうか。早く慣れないといけませんね。●さ
て，本号（と次号）の特集テーマは模擬患者，医療従事者の育成
のため患者さんになりきる人たちです。私なんて，社会人の役
だけで手一杯（正直に白状すると少しこぼれ落ちている）だとい
うのに，これに加えて別人（しかも病気の症状や生活背景まで）
を演じるとは，ただただ頭が下がる思いです。 …加藤
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